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ハイパワー白色LEDによる姐物栽培と栄養成分の測定
第三技術室システム制御技術班 岡井善州郎
l はじめに
価絡の低下と耐出}J化が進んでいる功、色 LEDのみを主主情川光源と して 蝉菜類(主にレタス煩)
0) :111摘が完全制御司l植物工場として稼動し始めた. これに対して内色 LED は照明~~具としての利
用が高まりつつある.このような昭由で開発餓争に拍車がかかり.価絡低下と高:1)j化が進んでき
ている.また、白色LEDは赤色LEDを照射された具係な色の葉と比べて、植物を自然な色で生育
状況を見守ることが出来る.すなわち栽培する人に刻しても、 また眼にもやさしい光源といえ、栽
J白用光跡、としても魅力あるイf布となってきた.
現在白色LEDは発光方法と して、以下に述べる 3縄耳iが発売されている!I九①背色LEDと黄
色の蛍光体の合成によって発光するもの( 般的、安fdli).②光の三原色の合成によって発光する
もの(色ムラがある).cl)近接外線をJi.，緑.青の蛍光体に照射させてII発光するもの(商品質
高価)に大目1)できる.本研修では②の発光方法の白色 LEDを用いてlU百t-..!J'.宵 LEDを基本光
源に栽培したもの.太陽光で栽惜したものとの相遣を、生育、栄養成分の点から制ベ、 白色 LED
の最適栽培条刊を見出す.そして果菜額の栽塙にも応用する ことを目的とする.
2.植物の生育・栄養成分の増加に有効な波長
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3.実験装置 ・方法
昨年度と同じ栽培装櫨 ωを使用して、以下に示すような方法で毅培実験を行った.栽倍植物に薬
業額としてステムレタス、小松菜を、果菜類としてトマトを選んだ.比較光甑として、 (A光甑)赤、
青LEDを基本光源、 (B光源)窓際の太陽光、 (C光源)②の白色LED、色ムラがあるがハイパワ
ーのものが比較的安〈販売されている.光合成に有効に作用する赤色、宵色を吉んでいる、さらに
緑色を吉んでおり、人工光源(光半導体)として唯一太陽光に近いインコヒーレント光源である.
以上の特長を重視して採用することにした.
内蔵されている3チップの赤 背、緑 LED
に定格値の20mAが掛iれるように抵抗値を定め、
ユニバーサル基板に取り付けた.図2に製作し
た三波長ハイパワー白色 LED光齢、パネルを示
す.
また果菜類の栽倍には葉菜類よりも多くの光
量 (PPFD 光合成有効光虫干車密度)を必要
とするため、補助光源として、既存している①
の発光方法の LEDを栽培値物の左右に設置し
た.裁泊方法は、土壇栽培よりすぐれた特徴を
， 
• " 1 • .1、 い守 aト川 凶・ ，. ‘・
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図2三波長ハイパワー 白色LED光源パネル
有している水耕栽庖を取り入れた.肥料には市販されている大騒ハウス l号、 2号を、栽培植物に
応じ間合して用いた.図2は小松菜の光源の違いによるによる生育の保子を図 3はc光源による
トマトの生育を示したものである.
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実験結果・考察
ステムレタス、小松菜は定植後 5週間栽培し、乾物重量、ビタミンCの測定を、
ビタミン Cの測定を行った。図 4(a)、(b)、(c)にそれらの結果を示す。
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ビタミンCについては昨年使用した近赤外光
(730nm)に次いで赤色光の多いA光源、 B光源が C
光源より多く測定された。乾物重量については、赤色
照射が有効である。白色 LEDの乾物重量が少なかっ
たのは、赤色の光量が少なかったのが大きな要因と
考えられる。
図4(a) 
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1 HIυ11m2・，)と光量のf告があったにもかかわらず生育のよきな相違はなかった。この大きな要因止しては光
合成に対する環境要因の1>響が考えられる。電子伝達反応、ATP合成反応が樟東とな旬、光の強弱にかか
わらず光合成速度が両者とも同じになったためだと考えられるυ ビタミンCはA光源が多百となった。 C光市J
(20Uμmo!/m2目，)はお色が少ないためビタミンC、乾物理量とも少なかった。
県j主額のトマトについては、生育は光匿の差となって現れた。 A、B光源は着県が催認され、小さいながら
も10.と生青L、l段あたり 3--5伺収穫できた。 C光源では花芽は確認できたものの、着*までには平らな
かった。結度では、八光械が Bよりも高かった。ここ FもJf.色の効果が確認できたu
6.今後の予定
日本ではトマトを製品として出荷するには検査が非常に厳しく、品質の良さが問われる。 形状はもちろん
味を構成する精度と酸度の比串が多様な好みに答える要車となる。糖皮は 5.5度以上、臣髄査度は 0.1刊%以一.l-.k
嬰である。
このようなことから栄菜類の毅情は光量、照射万法の点で、まだまだ課題が残されているため、最近開発
され、今研修で使用した白色 LビDよりも、数倍出力の大きい、三桜長ハイパワー白色 LEDでの栽陪を試み
る。
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